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発した電磁波は、疎林では水面で反射し、次いで幹などで反射して SAR

に戻ってくる。これを２回反射と呼ぶが、森林のバイオマスの割に非常

に強い電磁波が戻ってくることから、バイオマスを過大推定する要因で

ある。倒木地でも同様の現象が生じるが、本事例では、この影響を軽減

させてバイオマスを推定している 5)（図 T19-2）。

後方散乱係数法のメリット・デメリット

L バンドの SAR は雲を透過して地表を観測できるため、年間を通じて

雲の多い地域でもデータの取得が可能であり、森林破壊が大きな問題と

なっている熱帯雨林でも、後方散乱係数法の活用が期待される。しかし、

低バイオマスでは炭素蓄積量を精度良く推定できるが、高バイオマスの

森林では推定精度が悪く、信頼性に欠ける。このため、遷移初期の炭素

蓄積量推定か、皆伐地のモニタリングに用途が限られる。

SAR データにはスペックルノイズと呼ばれる、不規則に発生する過大

なノイズがある。このノイズのために、画素単位でバイオマスを判定で

きず、局所的な平均値などを利用してノイズを軽減するため、地上解像

度を劣化させることになる。

また、現時点では山岳地での地形補正の精度が十分ではなく、中～急

斜面に成立した森林に後方散乱係数法を適用できない。斜度が 10 ～ 15

度を超えるあたりから、バイオマスの推定精度が下がると考えたほうが

良さそうである。地形補正の精度が低いのは、地形補正に用いる標高デー

タの精度が低い場合があることと、補正モデルが樹冠面での散乱の状況

を再現し切れていないためと考えられる。今後、精度が改善される見込

みはあるが、急斜面でのバイオマス推定に利用可能なレベルに達するか

は予想しがたい。

参考文献
大内和夫 (2004) リモートセンシングのための合成開口レーダの基礎．

東京電機大学出版局

INFO

5) 粟屋善雄・高橋與明・清野嘉之・
齋藤英樹・島田政信・佐藤保・鳥山
淳 平・ 門 田 有 佳 子・Limin SH・Jaya 
INS・Saleh MB (2011) PALSAR データ
を利用した泥炭湿地林のモニタリング
―中央カリマンタンの事例．日本リ
モートセンシング学会第 50 回学術講
演会論文集 , 97-98
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参照編
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この参照編は、下記の Cookbook 利用者を想定し、本編の「導入編」及び「計画編」（第 1 章～第 5 章）で

紹介した各レシピの内容をより深く理解するために役立つ文献（報告書、ガイダンス、マニュアル、論文等）

を紹介する。更に、実際のプロジェクト及びプログラムを設計・実施する上で、利用者が現実的かつ実践的な

対応方法を模索する際に参考となる提案や事例を紹介している文献も取り上げている。

想定される主な利用者
✓	 国／準国レベルでの REDD プラスに取り組む政策立案者やそのパートナー機関の担当者
✓	 プロジェクトレベルで REDD プラス活動に取り組む事業責任者
✓	 森林炭素計測以外の REDD プラスの要素についてより詳しく知りたい方

参考文献情報の読み方

				参考文献は、以下のフォーマットを用いて紹介されている。
※ 1「関連レシピ分類」とは、本編で紹介されたレシピ区分に沿った分類である。

※ 2「実施レベル分類」は、国際、国、準国、プロジェクトレベルという、実施レベル別に求められる知識を把握したい場合に		

					有効である。

更なる提供情報
	 	 	 	特定のレシピ内容についてより詳しく知りたい読者は、REDD 研究開発センターが作成した参考文献データ			

ベースから、関連する参考文献を把握できる。あわせてご利用頂きたい。

http://www.ffpri.affrc.go.jp/redd-rdc/ja/reference/list-01.html

 

通し番号 タイトル 言語 発行年 筆頭著者名 関連機関 

関連レシピ分類

※1 

 
 
概要： 
＜文献の目的、要点、取り扱う項目の網羅性、詳細さ、現実的な提案や参考
事例の有無、そして有用性等の観点から文献を紹介＞ 実施レベル分類

※2 

オリジナル文献の入手先リンク 
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No.1 
 

Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation 

英語 2011 Agrawal et al. 
Annual Review of 
Environment and 
Resources 

I01 REDD プラスの

歴史と現在の

動き 

REDD プラスのこれまでの動向を主に社会科学的な観点から総括したレビュー。UNFCCC においてのこれまでの REDD プラスに関

する交渉の経緯や REDD プラスの環境社会的側面の説明の後に、国際及び国家レベルのイニシアティブや市場関連、市民社会それ

ぞれにおけるアクターの紹介、そして分野横断的な炭素モニタリングの紹介及び今後の課題と、多角的な視点から REDD プラスの

動向を端的にまとめている。REDD プラスの導入編として一読の価値のあるレビューである。 国際、国、準国、 

プロジェクト 

http://www.annualreviews.org/doi/abs/10.1146/annurev-environ-042009-094508 

 

No.2 
 

REDD-plus 
開発途上国における森林減少・劣化等による温室効果ガス排出
量の削減  改訂版 

英語 
日本語

2012 
国際協力機構(JICA) 
国際熱帯木材機関(ITTO) 

I01 REDD プラスの

歴史と現在の

動き 

一般読者の REDD プラスへの理解と関心を高めることを目的として JICA と ITTO により作成されたブックレット。REDD プラスの

背景や概要に加え、日本政府の気候変動に関する方針や JICA 及び ITTO による REDD プラスへの取り組みを網羅的かつ端的に紹介

している。REDD プラスについて予備知識がない方に REDD プラスの概念を紹介するのに役立つほか、国内外の REDD プラス関係

者が、現在進行中の JICA 及び ITTO の REDD プラス関連のプロジェクトの概要を把握したい場合にも有効なブックレットである。国際、国、準国、 

プロジェクト 

http://www.jica.go.jp/publication/pamph/index.html

 

No.3 
 

What is the right scale for REDD? The implications of 
national, subnational and nested approaches 

英語

ベトナム語

 
2008 Angelsen et al. CIFOR 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

REDD プラスのインセンティブメカニズムを支援・実施する際の 3 つ実施レベル別のアプローチ；国レベル、準国・プロジェクト

レベル、ハイブリッド（ネステッド）の考え方を整理し比較分析を行っている短報。3 つのアプローチのインセンティブ付与につ

いての考え方を紹介し、主に効果性、効率性、公平性の３つの基準で評価している。各アプローチの具体的な適用事例は紹介され

ていないが、基本的な考え方やそれぞれの特徴を短時間で理解するのに最適のペーパーである。プロジェクトレベルの活動と国家

規模での活動の関連性について基礎知識を固めたい方に特にお薦めする。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/2595.html 

 

No.4 
 

REDD+ at project scale: Evaluation and Development Guide 
英語 
仏語 

2010 Calmel et al. FFEM, ONFI 等 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

 

REDD プラスのプロジェクト実施者やプロジェクトを評価する投資家、そして資金提供機関をサポートすることを目的として作成

されたプロジェクト開発・評価ガイドである。REDD プラス活動の選択・設計から実施、法的および組織的な問題、そして経済·金

融的側面からの評価、更には環境社会セーフガードへの対応まで、プロジェクトレベルで対処するべき主な要件をバランスよく、

かつ詳細に紹介している。要件ごとに既存プロジェクトの参考事例を紹介し、具体的で現実的な提言もされている。プロジェクト

実施者や政策立案者に薦める一冊である。 
プロジェクト 

http://www.onfinternational.org/
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この参照編は、下記の Cookbook 利用者を想定し、本編の「導入編」及び「計画編」（第 1 章～第 5 章）で

紹介した各レシピの内容をより深く理解するために役立つ文献（報告書、ガイダンス、マニュアル、論文等）

を紹介する。更に、実際のプロジェクト及びプログラムを設計・実施する上で、利用者が現実的かつ実践的な

対応方法を模索する際に参考となる提案や事例を紹介している文献も取り上げている。

想定される主な利用者
✓	 国／準国レベルでの REDD プラスに取り組む政策立案者やそのパートナー機関の担当者
✓	 プロジェクトレベルで REDD プラス活動に取り組む事業責任者
✓	 森林炭素計測以外の REDD プラスの要素についてより詳しく知りたい方

参考文献情報の読み方

				参考文献は、以下のフォーマットを用いて紹介されている。
※ 1「関連レシピ分類」とは、本編で紹介されたレシピ区分に沿った分類である。

※ 2「実施レベル分類」は、国際、国、準国、プロジェクトレベルという、実施レベル別に求められる知識を把握したい場合に		

					有効である。

更なる提供情報
	 	 	 	特定のレシピ内容についてより詳しく知りたい読者は、REDD 研究開発センターが作成した参考文献データ			

ベースから、関連する参考文献を把握できる。あわせてご利用頂きたい。

http://www.ffpri.affrc.go.jp/redd-rdc/ja/reference/list-01.html

 

通し番号 タイトル 言語 発行年 筆頭著者名 関連機関 

関連レシピ分類

※1 

 
 
概要： 
＜文献の目的、要点、取り扱う項目の網羅性、詳細さ、現実的な提案や参考
事例の有無、そして有用性等の観点から文献を紹介＞ 実施レベル分類

※2 

オリジナル文献の入手先リンク 
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No.1 
 

Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation 

英語 2011 Agrawal et al. 
Annual Review of 
Environment and 
Resources 

I01 REDD プラスの

歴史と現在の

動き 

REDD プラスのこれまでの動向を主に社会科学的な観点から総括したレビュー。UNFCCC においてのこれまでの REDD プラスに関

する交渉の経緯や REDD プラスの環境社会的側面の説明の後に、国際及び国家レベルのイニシアティブや市場関連、市民社会それ

ぞれにおけるアクターの紹介、そして分野横断的な炭素モニタリングの紹介及び今後の課題と、多角的な視点から REDD プラスの

動向を端的にまとめている。REDD プラスの導入編として一読の価値のあるレビューである。 国際、国、準国、 

プロジェクト 

http://www.annualreviews.org/doi/abs/10.1146/annurev-environ-042009-094508 

 

No.2 
 

REDD-plus 
開発途上国における森林減少・劣化等による温室効果ガス排出
量の削減  改訂版 

英語 
日本語

2012 
国際協力機構(JICA) 
国際熱帯木材機関(ITTO) 

I01 REDD プラスの

歴史と現在の

動き 

一般読者の REDD プラスへの理解と関心を高めることを目的として JICA と ITTO により作成されたブックレット。REDD プラスの

背景や概要に加え、日本政府の気候変動に関する方針や JICA 及び ITTO による REDD プラスへの取り組みを網羅的かつ端的に紹介

している。REDD プラスについて予備知識がない方に REDD プラスの概念を紹介するのに役立つほか、国内外の REDD プラス関係

者が、現在進行中の JICA 及び ITTO の REDD プラス関連のプロジェクトの概要を把握したい場合にも有効なブックレットである。国際、国、準国、 

プロジェクト 

http://www.jica.go.jp/publication/pamph/index.html

 

No.3 
 

What is the right scale for REDD? The implications of 
national, subnational and nested approaches 

英語

ベトナム語

 
2008 Angelsen et al. CIFOR 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

REDD プラスのインセンティブメカニズムを支援・実施する際の 3 つ実施レベル別のアプローチ；国レベル、準国・プロジェクト

レベル、ハイブリッド（ネステッド）の考え方を整理し比較分析を行っている短報。3 つのアプローチのインセンティブ付与につ

いての考え方を紹介し、主に効果性、効率性、公平性の３つの基準で評価している。各アプローチの具体的な適用事例は紹介され

ていないが、基本的な考え方やそれぞれの特徴を短時間で理解するのに最適のペーパーである。プロジェクトレベルの活動と国家

規模での活動の関連性について基礎知識を固めたい方に特にお薦めする。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/2595.html 

 

No.4 
 

REDD+ at project scale: Evaluation and Development Guide 
英語 
仏語 

2010 Calmel et al. FFEM, ONFI 等 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

 

REDD プラスのプロジェクト実施者やプロジェクトを評価する投資家、そして資金提供機関をサポートすることを目的として作成

されたプロジェクト開発・評価ガイドである。REDD プラス活動の選択・設計から実施、法的および組織的な問題、そして経済·金

融的側面からの評価、更には環境社会セーフガードへの対応まで、プロジェクトレベルで対処するべき主な要件をバランスよく、

かつ詳細に紹介している。要件ごとに既存プロジェクトの参考事例を紹介し、具体的で現実的な提言もされている。プロジェクト

実施者や政策立案者に薦める一冊である。 
プロジェクト 

http://www.onfinternational.org/
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|7 

 

 

  

No.5 Building Forest Carbon Projects: Step-by-Step Overview and 
Guide1) In: Building Forest Carbon Projects2) 

英語 2011 
1) Olander et al.  
2) Ebeling & 
Olander (eds.) 

Forest Trends 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニ

タリング MRV 

I04 システム設計 

Forest Trends のこれまでの森林炭素に関するプロジェクトの経験に基づき、プロジェクト成功の要件を技術面、環境社会面、財務

面から多角的に解説したプロジェクト実施者向けのガイダンス集である。本シリーズは、タイトルが示す通り導入的な役割を果た

す本書に加え、REDD、新規/再植林、炭素蓄積評価、住民参加、法的側面、経営・マーケティング、社会影響、生物多様性影響の

8 つのテーマのガイダンスで構成されている。各ガイダンスはプロジェクト実施者にとって有用なリファレンス本となるであろう。

これらは全て無料で入手可能である。 
プロジェクト 

http://forest-trends.org/publication_details.php?publicationID=2555 

 

|9 

 

 

  

No.7 
MURC 政策研究レポート 気候変動抑制に向けた MRV (測定・
報告・検証)の国際枠組み構築に関する現状と課題 ～(3) REDD
プラス実施の際の MRV 実施の際の考え方～ 

日本語 2011 平塚ら 
三菱 UFJ リサーチ
＆コンサルティン
グ 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV 

REDD プラスを実施する際の MRV システムについての論点を整理し、今後構築すべき MRV システムの在り方を提言した報告書で

ある。MRV システムの意義から、途上国の「レディネス」状況に応じた同システムの在り方、今後想定される REDD プラスの実施

枠組みに応じた同システムの位置づけに至るまで、10 ページという分量で端的にまとめている。REDD プラスにおける MRV シス

テム構築の参考事例は紹介されていないものの、モニタリング等の国内体制の整備、援助資金の使途の透明性、更にはセーフガー

ドといった炭素以外の MRV についても触れ、MRV システムの多岐に渡る論点を簡明に紹介している。 国際、国、準国 

http://www.murc.jp/thinktank/rc/report/politics

第 2章　森林モニタリングシステムの設計

 

No.6 
 

測定・報告・検証（MRV)：気候変動次期枠組みへ向けた議論の
潮流と展望 

日本語 2010 複数名 
財団法人 地球環
境戦略研究機関 
(IGES) 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03森林炭素モニタ

リング MRV 

MRV 全体に関するこれまでの議論の背景や経緯から、気候変動緩和に資する望ましい MRV 制度の在り方を模索した報告書である。

国際交渉における MRV の経緯、現行枠組みと関連する議論、温室効果ガスの MRV に加え、途上国支援や他の国際条約、国際機関

等の MRV 体制について整理・分析している。これまでに運用されている様々な MRV 体制や類似の制度を参考事例として紹介して

いる。REDD プラスの MRV への具体的な提案はないが、気候変動枠組条約における各国の MRV 体制を理解する上で有用な報告書

である。 国際、国 

http://enviroscope.iges.or.jp/modules/envirolib/view.php?docid=3064 
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No.8 
Cost of implementing methodologies and monitoring systems relating to 
estimates of emissions from deforestation and forest degradation, the 
assessment of carbon stocks… Technical paper ( FCCC/TP/2009/1) 

英語 2009 UNFCCC 事務局 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV 

この UNFCCC 事務局による報告書は、REDD プラスにおける温室効果ガスのモニタリングシステム開発及び運用に必要な要素、段

階、コストについての概要を示したものである。途上国の現在の能力とシステム運用に求められる能力の整理、開発ステップ別や

国の面積の広さ別のコスト試算、精度とコストの関係性、そして国別のコスト試算などが示されている。また、インドの国家森林

モニタリングシステム開発の事例や、詳細なコスト分析を行っている複数の文献を紹介しているなど、途上国の REDD プラスの国

家モニタリングシステム開発担当者や本分野に関心のある方にとっては、導入的な役割を果たす有用な報告書である。 
国 

http://unfccc.int/documentation/documents/advanced_search/items/6911.php?priref=600005151  

|11 

 

 

  

No.9 
An assessment of national forest monitoring capabilities in 
tropical non-Annex I countries: Recommendations for 
capacity building 

英語 2009 Herold  
GOFC-GOLD 
Project Office 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV  

99 ヶ国の非付属書 I 国を対象に、森林面積変化と炭素蓄積のモニタリングシステムを始動させるために、短期的に必要とされる能

力開発分野を特定することを目的とした報告書である。99 ヶ国の能力状況と総合的な提言を読むことによって、途上国における森

林炭素モニタリングの現状と課題を大まかに把握できる。また、その中の 30 ヶ国については、国別の能力の現状と能力開発への

提言がなされている。プロジェクト実施者が関心をもつ対象国毎に、国家レベルの森林炭素モニタリングシステムの概要を把握す

るのに有用な一冊である。 国際、国  

http://unfccc.int/

 

No.10 
 

Estimating the cost of building capacity in rainforest nations 
to allow them to participate in a global REDD mechanism 

英語 2008 Hoare et al. Chatham House 

I04 システム設計 

25 カ国の熱帯雨林諸国について、森林減少・劣化の抑制を実施するまでに必要な「レディネス」活動に要する費用を計算した報告

書である。REDD 戦略策定、参照レベル及びインベントリ開発、土地利用計画策定、法改正及び施行、制度改革等に必要なコスト

について実際の複数のプロジェクトのコストを基に、幅をもって試算している。巻末にはそれらプロジェクトのリストが添付され

ている。政策立案者やドナーが各活動の費用を考える際の参考資料として、また実際の事例を検索する際の事例リストとしても活

用できる。 国際、国 

http://www.illegallogging.info/item_single.php?it_id=744&it=document

 

No.11 
 

A stepwise framework for developing  
REDD+ reference levels. In: Analysing REDD+ Challenges and 
choices 

英語 2012 Herold et al. CIFOR 

I04 システム設計 

(P13 参照レベ

ル・参照排出レ

ベル) 

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”のこの一章は、参照レベル設定を考える際に必要なステップワイズ・ア

プローチについて詳しく紹介している。参照レベルの設定において、技術レベルが異なる 3 つのステップについて紹介し、不確実

性の課題とその対処方法について概説している。ステップ 2 に相当する重回帰分析を用いた森林減少ドライバーの予測例（ブラジ

ル、インドネシア、ベトナム）も紹介している。また付録として BOX16.3 では REDD プラスを理解する上で重要かつ混同し易い用

語（3 Phases, 3 Approaches, 3 Tiers, 3 Steps）の整理がされており便利である。 
国、準国、プロジ

ェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.5 Building Forest Carbon Projects: Step-by-Step Overview and 
Guide1) In: Building Forest Carbon Projects2) 

英語 2011 
1) Olander et al.  
2) Ebeling & 
Olander (eds.) 

Forest Trends 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニ

タリング MRV 

I04 システム設計 

Forest Trends のこれまでの森林炭素に関するプロジェクトの経験に基づき、プロジェクト成功の要件を技術面、環境社会面、財務

面から多角的に解説したプロジェクト実施者向けのガイダンス集である。本シリーズは、タイトルが示す通り導入的な役割を果た

す本書に加え、REDD、新規/再植林、炭素蓄積評価、住民参加、法的側面、経営・マーケティング、社会影響、生物多様性影響の

8 つのテーマのガイダンスで構成されている。各ガイダンスはプロジェクト実施者にとって有用なリファレンス本となるであろう。

これらは全て無料で入手可能である。 
プロジェクト 

http://forest-trends.org/publication_details.php?publicationID=2555 

 

|9 

 

 

  

No.7 
MURC 政策研究レポート 気候変動抑制に向けた MRV (測定・
報告・検証)の国際枠組み構築に関する現状と課題 ～(3) REDD
プラス実施の際の MRV 実施の際の考え方～ 

日本語 2011 平塚ら 
三菱 UFJ リサーチ
＆コンサルティン
グ 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV 

REDD プラスを実施する際の MRV システムについての論点を整理し、今後構築すべき MRV システムの在り方を提言した報告書で

ある。MRV システムの意義から、途上国の「レディネス」状況に応じた同システムの在り方、今後想定される REDD プラスの実施

枠組みに応じた同システムの位置づけに至るまで、10 ページという分量で端的にまとめている。REDD プラスにおける MRV シス

テム構築の参考事例は紹介されていないものの、モニタリング等の国内体制の整備、援助資金の使途の透明性、更にはセーフガー

ドといった炭素以外の MRV についても触れ、MRV システムの多岐に渡る論点を簡明に紹介している。 国際、国、準国 

http://www.murc.jp/thinktank/rc/report/politics

第 2章　森林モニタリングシステムの設計

 

No.6 
 

測定・報告・検証（MRV)：気候変動次期枠組みへ向けた議論の
潮流と展望 

日本語 2010 複数名 
財団法人 地球環
境戦略研究機関 
(IGES) 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03森林炭素モニタ

リング MRV 

MRV 全体に関するこれまでの議論の背景や経緯から、気候変動緩和に資する望ましい MRV 制度の在り方を模索した報告書である。

国際交渉における MRV の経緯、現行枠組みと関連する議論、温室効果ガスの MRV に加え、途上国支援や他の国際条約、国際機関

等の MRV 体制について整理・分析している。これまでに運用されている様々な MRV 体制や類似の制度を参考事例として紹介して

いる。REDD プラスの MRV への具体的な提案はないが、気候変動枠組条約における各国の MRV 体制を理解する上で有用な報告書

である。 国際、国 

http://enviroscope.iges.or.jp/modules/envirolib/view.php?docid=3064 
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No.8 
Cost of implementing methodologies and monitoring systems relating to 
estimates of emissions from deforestation and forest degradation, the 
assessment of carbon stocks… Technical paper ( FCCC/TP/2009/1) 

英語 2009 UNFCCC 事務局 

I02 REDD プラスの

重要な概念 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV 

この UNFCCC 事務局による報告書は、REDD プラスにおける温室効果ガスのモニタリングシステム開発及び運用に必要な要素、段

階、コストについての概要を示したものである。途上国の現在の能力とシステム運用に求められる能力の整理、開発ステップ別や

国の面積の広さ別のコスト試算、精度とコストの関係性、そして国別のコスト試算などが示されている。また、インドの国家森林

モニタリングシステム開発の事例や、詳細なコスト分析を行っている複数の文献を紹介しているなど、途上国の REDD プラスの国

家モニタリングシステム開発担当者や本分野に関心のある方にとっては、導入的な役割を果たす有用な報告書である。 
国 

http://unfccc.int/documentation/documents/advanced_search/items/6911.php?priref=600005151  

|11 

 

 

  

No.9 
An assessment of national forest monitoring capabilities in 
tropical non-Annex I countries: Recommendations for 
capacity building 

英語 2009 Herold  
GOFC-GOLD 
Project Office 

I03 森林炭素モニタ

リング MRV  

99 ヶ国の非付属書 I 国を対象に、森林面積変化と炭素蓄積のモニタリングシステムを始動させるために、短期的に必要とされる能

力開発分野を特定することを目的とした報告書である。99 ヶ国の能力状況と総合的な提言を読むことによって、途上国における森

林炭素モニタリングの現状と課題を大まかに把握できる。また、その中の 30 ヶ国については、国別の能力の現状と能力開発への

提言がなされている。プロジェクト実施者が関心をもつ対象国毎に、国家レベルの森林炭素モニタリングシステムの概要を把握す

るのに有用な一冊である。 国際、国  

http://unfccc.int/

 

No.10 
 

Estimating the cost of building capacity in rainforest nations 
to allow them to participate in a global REDD mechanism 

英語 2008 Hoare et al. Chatham House 

I04 システム設計 

25 カ国の熱帯雨林諸国について、森林減少・劣化の抑制を実施するまでに必要な「レディネス」活動に要する費用を計算した報告

書である。REDD 戦略策定、参照レベル及びインベントリ開発、土地利用計画策定、法改正及び施行、制度改革等に必要なコスト

について実際の複数のプロジェクトのコストを基に、幅をもって試算している。巻末にはそれらプロジェクトのリストが添付され

ている。政策立案者やドナーが各活動の費用を考える際の参考資料として、また実際の事例を検索する際の事例リストとしても活

用できる。 国際、国 

http://www.illegallogging.info/item_single.php?it_id=744&it=document

 

No.11 
 

A stepwise framework for developing  
REDD+ reference levels. In: Analysing REDD+ Challenges and 
choices 

英語 2012 Herold et al. CIFOR 

I04 システム設計 

(P13 参照レベ

ル・参照排出レ

ベル) 

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”のこの一章は、参照レベル設定を考える際に必要なステップワイズ・ア

プローチについて詳しく紹介している。参照レベルの設定において、技術レベルが異なる 3 つのステップについて紹介し、不確実

性の課題とその対処方法について概説している。ステップ 2 に相当する重回帰分析を用いた森林減少ドライバーの予測例（ブラジ

ル、インドネシア、ベトナム）も紹介している。また付録として BOX16.3 では REDD プラスを理解する上で重要かつ混同し易い用

語（3 Phases, 3 Approaches, 3 Tiers, 3 Steps）の整理がされており便利である。 
国、準国、プロジ

ェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.12 
 

What is needed to make REDD+ work on the ground? 
Lessons learned from pilot forest carbon initiatives 

英、西、
葡、仏、
中 

2010 Harvey et al. 
Conservation 
International 

I04 システム設計 

REDD プラスプロジェクトが、温室効果ガスを削減し、かつ、生物多様性保全や社会的コベネフィッツを提供するための重要な要

素をまとめた報告書である。これらは 12 件の森林炭素プロジェクト（REDD＋5 件、AR/CDM7 件）の初期の経験に基づく。プロジ

ェクト成功の鍵として 5 つの項目：1) 現場のパートナーシップと能力開発；2) 確固とした技術的かつ科学的分析に基づく活動；

3) プロジェクト開発に必要な十分な資金；4) プロジェクト設計と実施における利害関係者の確かなる参画；5)政府からの全面的

支援の獲得を挙げている。12 のプロジェクトの設計・実施について要約し、得られた教訓や、気候、生物多様性、そして社会的便

益を確保するための提言を提示している。フィージビリティ調査の実施時に読んでおきたい一冊である。 
プロジェクト 

http://www.conservation.org/publications/Pages/REDD_lessons_learned.aspx 

 

No.13 
 

Legal Frameworks for REDD : 
Design and Implementation at the National Level 

英語 2009 Costenbader(ed.)
 

IUCN 

I04 システム設計 

P03 セーフガード 

REDD の法的枠組みに関する情報を整理した報告書。土地所有権や使用権等の諸権利、利益分配、追加性や永続性など、REDD にお

いて国家レベルで対応が求められる法的要件を整理し、提言をまとめた報告書。付録として、各要件のチェックリストや、参考事

例として、地理的条件や森林面積、森林減少率等の違いに考慮し選出した 4 カ国（ブラジル、カメルーン、ガイアナ、PNG）の REDD

に係る法的枠組みの現状が紹介されている。政策立案に関わる実務者や、ホスト国の法的枠組みのチェックポイントを把握したい

プロジェクト実施者等に有用である。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.iucn.org/

 

No.14 
 

The Importance of Defining ‘Forest’: Tropical Forest 
Degradation, Deforestation, Long-term Phase Shifts, and 
Further Transitions 

英語 2010 Putz & Redford 
Biotropica  
Vol 42 Issue 1 

P01 森林・減少・

劣化・プラス

の定義 

「森林」という用語の歴史的経緯を紐解き、この用語が社会科学、自然科学においてどのように用いられてきたかを網羅的かつ詳

細に議論した総説。UNFCCC や FAO での「森林」の定義、そして REDD プラスにも言及しながら熱帯地域における「森林減少」

及び「森林劣化」の定義付けについても議論している。REDD プラスに用いられる定義についての事実確認や現在用いられている

これら定義の課題についても詳しく確認できる。REDD プラスの交渉官や REDD プラスに関心のある研究者にお勧めの論文である。国際、国 

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1744-7429.2009.00567.x/abstract

 

No.15 
 

Global and national REDD+ architecture 
Linking institutions and actions. In: Realising REDD+ National 
strategy and policy options 

英、西
仏、イン
ドネシア

 2009 
Wertz- 
Kanounnikoff  
& Angelsen 

CIFOR 

P01 森林・減少・

劣化・プラス

の定義 

CIFOR 発行の”Realising REDD+ National strategy and policy options”の一章である。定義の問題に特化した章ではないが、「REDD

プラス」の「プラス」の部分について議論している。もともと「RED」から始まった議論が「プラス」まで発展した経緯や「プラ

ス」の考え方まで、端的に解説している。なお、同書の第 1 章 2 ページ Box1.1 にも REDD プラスの定義について概説している。

REDD プラスをこれから学ぶ方や REDD プラスの定義に関するこれまでの議論を確認したい方にとって有用な一章である。 国際 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/2871.html 
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No.18 
 

Safeguarding and enhancing  
the ecosystem-derived benefits of REDD+ Multiple Benefits 
Series 2 

英語 2010 Miles et al. 
UNEP-WCMC, 
UN-REDD 
Programme 

P03 セーフガード 

 

REDD プラス国家プログラム策定において、生態系サービスや生物多様性に対するセーフガードの適用方法や、生態系が提供する

複数の便益を増強させるためのオプションを提示した文書である。REDD プラスの５つの概念（減少、劣化、持続可能な森林経営、

保全、増強）毎に、生態系サービスや便益を増強させリスクを緩和するための考え方や手法をバランスよく解説し、多くの利用可

能なツールを紹介している。REDD プラスにおける生態系サービスや生物多様性への配慮についての考え方を整理する際に有効で

あり、プログラム策定者向けの書である。 国、準国 

http://www.unep-wcmc.org/multiple-benefits-series-2_629.html 

 

|18 

 

 

  

No.16 

 

a. REDD+ Institutional Options Assessment (Chapter 2) 
b. Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation (REDD): An Options Assessment Report (Chapter 
2) 

a.英語 
b.英語

a. 2009
b. 2009

a. Streck et al. 
b. Angelsen et 
al. 

Merdian Institute

P02 フェーズド・

アプローチ 

 

フェーズド・アプローチに関する二つの解説書(a. b.)を紹介する。a.の第 2 章はフェーズド・アプローチの 3 つのフェーズの考え方

を要約している。特に Table 2.1 は、フェーズ毎に求められる活動、資金、業績指標、MRV 能力等について具体的項目を紹介して

おり、各フェーズの要件を概観するのに有用である。b.の第 2 章では、フェーズド・アプローチと資金オプションの関連性につい

て詳細に解説している。フェーズ毎に資金支援が必要とされる項目の説明や、資金拠出方法のオプションに関する提案がなされて

いる。フェーズド・アプローチの基礎知識をおさえたい読者は両章を合わせて読むと効果的である。 
国際、国 

http://www.redd-oar.org/rl.html 

 

No.17 
 

REDD+ safeguards in national policy  
discourse and pilot projects. In: Analysing REDD+ Challenges 
and choices 

英語 2012 Jagger et al. CIFOR 

P03 セーフガード 
国際、国家、プロジェクトそれぞれの実施レベルごとに、環境・社会セーフガード対策の動向を紹介し今後の課題を提示している

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”の一章。主にブラジル、カメルーン、インドネシア、タンザニア、ベト

ナムのセーフガード対策について、複数のパイロット事業の現状やマスメディアで取り上げられ易いトピックといった観点から分

析している。セーフガード議論の概要や現状について、また国際合意で具体的要件が定まっていない中、まず講じておくべきポイ

ントを整理されたい方に有用な読み物である。 
国際、国、準国、

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.19 

 

Multiple Benefits Series 5 & 6 
a. Ecosystem services and biodiversity from new and restored 
forests: tool development 
b. Methods for assessing and monitoring change in … 

a.英語 
b.英語

a. 2010
b. 2010

a. Miles et al. 
b. Doswald et 
al. 

UNEP-WCMC, 
UN-REDD 
Programme 

P03 セーフガード 

 

新規/再植林と森林修復のプロジェクト/プログラムにおける環境セーフガードの対処に有用な二つの姉妹報告書を紹介する。a.は植

林や森林修復活動による生物多様性、水の供給、土壌保全、非木材林産物への影響を予測するために有用な知見を「スコアーカー

ド」という視覚的に分かりやすい図を用いて提供し、その根拠となる豊富な論文を紹介している。b.は、上記の影響のモニタリン

グ・評価システムを設計するための要件や手順を端的に説明し、同システム設計に必要な手法や複数のガイダンスを紹介している。

新規/再植林と森林修復による予期せぬ環境影響を避けるための基本的なアプローチについて、基礎知識を得たい方は両方を合わせ

て読むと効果的である。 

国、準国 

プロジェクト 

http://www.un-redd.org/MultipleBenefitsPublications/tabid/5954/Default.aspx 
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No.12 
 

What is needed to make REDD+ work on the ground? 
Lessons learned from pilot forest carbon initiatives 

英、西、
葡、仏、
中 

2010 Harvey et al. 
Conservation 
International 

I04 システム設計 

REDD プラスプロジェクトが、温室効果ガスを削減し、かつ、生物多様性保全や社会的コベネフィッツを提供するための重要な要

素をまとめた報告書である。これらは 12 件の森林炭素プロジェクト（REDD＋5 件、AR/CDM7 件）の初期の経験に基づく。プロジ

ェクト成功の鍵として 5 つの項目：1) 現場のパートナーシップと能力開発；2) 確固とした技術的かつ科学的分析に基づく活動；

3) プロジェクト開発に必要な十分な資金；4) プロジェクト設計と実施における利害関係者の確かなる参画；5)政府からの全面的

支援の獲得を挙げている。12 のプロジェクトの設計・実施について要約し、得られた教訓や、気候、生物多様性、そして社会的便

益を確保するための提言を提示している。フィージビリティ調査の実施時に読んでおきたい一冊である。 
プロジェクト 

http://www.conservation.org/publications/Pages/REDD_lessons_learned.aspx 

 

No.13 
 

Legal Frameworks for REDD : 
Design and Implementation at the National Level 

英語 2009 Costenbader(ed.)
 

IUCN 

I04 システム設計 

P03 セーフガード 

REDD の法的枠組みに関する情報を整理した報告書。土地所有権や使用権等の諸権利、利益分配、追加性や永続性など、REDD にお

いて国家レベルで対応が求められる法的要件を整理し、提言をまとめた報告書。付録として、各要件のチェックリストや、参考事

例として、地理的条件や森林面積、森林減少率等の違いに考慮し選出した 4 カ国（ブラジル、カメルーン、ガイアナ、PNG）の REDD

に係る法的枠組みの現状が紹介されている。政策立案に関わる実務者や、ホスト国の法的枠組みのチェックポイントを把握したい

プロジェクト実施者等に有用である。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.iucn.org/

 

No.14 
 

The Importance of Defining ‘Forest’: Tropical Forest 
Degradation, Deforestation, Long-term Phase Shifts, and 
Further Transitions 

英語 2010 Putz & Redford 
Biotropica  
Vol 42 Issue 1 

P01 森林・減少・

劣化・プラス

の定義 

「森林」という用語の歴史的経緯を紐解き、この用語が社会科学、自然科学においてどのように用いられてきたかを網羅的かつ詳

細に議論した総説。UNFCCC や FAO での「森林」の定義、そして REDD プラスにも言及しながら熱帯地域における「森林減少」

及び「森林劣化」の定義付けについても議論している。REDD プラスに用いられる定義についての事実確認や現在用いられている

これら定義の課題についても詳しく確認できる。REDD プラスの交渉官や REDD プラスに関心のある研究者にお勧めの論文である。国際、国 

http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/j.1744-7429.2009.00567.x/abstract

 

No.15 
 

Global and national REDD+ architecture 
Linking institutions and actions. In: Realising REDD+ National 
strategy and policy options 

英、西
仏、イン
ドネシア

 2009 
Wertz- 
Kanounnikoff  
& Angelsen 

CIFOR 

P01 森林・減少・

劣化・プラス

の定義 

CIFOR 発行の”Realising REDD+ National strategy and policy options”の一章である。定義の問題に特化した章ではないが、「REDD

プラス」の「プラス」の部分について議論している。もともと「RED」から始まった議論が「プラス」まで発展した経緯や「プラ

ス」の考え方まで、端的に解説している。なお、同書の第 1 章 2 ページ Box1.1 にも REDD プラスの定義について概説している。

REDD プラスをこれから学ぶ方や REDD プラスの定義に関するこれまでの議論を確認したい方にとって有用な一章である。 国際 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/2871.html 
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No.18 
 

Safeguarding and enhancing  
the ecosystem-derived benefits of REDD+ Multiple Benefits 
Series 2 

英語 2010 Miles et al. 
UNEP-WCMC, 
UN-REDD 
Programme 

P03 セーフガード 

 

REDD プラス国家プログラム策定において、生態系サービスや生物多様性に対するセーフガードの適用方法や、生態系が提供する

複数の便益を増強させるためのオプションを提示した文書である。REDD プラスの５つの概念（減少、劣化、持続可能な森林経営、

保全、増強）毎に、生態系サービスや便益を増強させリスクを緩和するための考え方や手法をバランスよく解説し、多くの利用可

能なツールを紹介している。REDD プラスにおける生態系サービスや生物多様性への配慮についての考え方を整理する際に有効で

あり、プログラム策定者向けの書である。 国、準国 

http://www.unep-wcmc.org/multiple-benefits-series-2_629.html 
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No.16 

 

a. REDD+ Institutional Options Assessment (Chapter 2) 
b. Reducing Emissions from Deforestation and Forest 
Degradation (REDD): An Options Assessment Report (Chapter 
2) 

a.英語 
b.英語

a. 2009
b. 2009

a. Streck et al. 
b. Angelsen et 
al. 

Merdian Institute

P02 フェーズド・

アプローチ 

 

フェーズド・アプローチに関する二つの解説書(a. b.)を紹介する。a.の第 2 章はフェーズド・アプローチの 3 つのフェーズの考え方

を要約している。特に Table 2.1 は、フェーズ毎に求められる活動、資金、業績指標、MRV 能力等について具体的項目を紹介して

おり、各フェーズの要件を概観するのに有用である。b.の第 2 章では、フェーズド・アプローチと資金オプションの関連性につい

て詳細に解説している。フェーズ毎に資金支援が必要とされる項目の説明や、資金拠出方法のオプションに関する提案がなされて

いる。フェーズド・アプローチの基礎知識をおさえたい読者は両章を合わせて読むと効果的である。 
国際、国 

http://www.redd-oar.org/rl.html 

 

No.17 
 

REDD+ safeguards in national policy  
discourse and pilot projects. In: Analysing REDD+ Challenges 
and choices 

英語 2012 Jagger et al. CIFOR 

P03 セーフガード 
国際、国家、プロジェクトそれぞれの実施レベルごとに、環境・社会セーフガード対策の動向を紹介し今後の課題を提示している

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”の一章。主にブラジル、カメルーン、インドネシア、タンザニア、ベト

ナムのセーフガード対策について、複数のパイロット事業の現状やマスメディアで取り上げられ易いトピックといった観点から分

析している。セーフガード議論の概要や現状について、また国際合意で具体的要件が定まっていない中、まず講じておくべきポイ

ントを整理されたい方に有用な読み物である。 
国際、国、準国、

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.19 

 

Multiple Benefits Series 5 & 6 
a. Ecosystem services and biodiversity from new and restored 
forests: tool development 
b. Methods for assessing and monitoring change in … 

a.英語 
b.英語

a. 2010
b. 2010

a. Miles et al. 
b. Doswald et 
al. 

UNEP-WCMC, 
UN-REDD 
Programme 

P03 セーフガード 

 

新規/再植林と森林修復のプロジェクト/プログラムにおける環境セーフガードの対処に有用な二つの姉妹報告書を紹介する。a.は植

林や森林修復活動による生物多様性、水の供給、土壌保全、非木材林産物への影響を予測するために有用な知見を「スコアーカー

ド」という視覚的に分かりやすい図を用いて提供し、その根拠となる豊富な論文を紹介している。b.は、上記の影響のモニタリン

グ・評価システムを設計するための要件や手順を端的に説明し、同システム設計に必要な手法や複数のガイダンスを紹介している。

新規/再植林と森林修復による予期せぬ環境影響を避けるための基本的なアプローチについて、基礎知識を得たい方は両方を合わせ

て読むと効果的である。 

国、準国 

プロジェクト 

http://www.un-redd.org/MultipleBenefitsPublications/tabid/5954/Default.aspx 
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No.20 

 

Climate Change & the Role of Forests 

A Trainer’s Manual 
英語等 2010 Stone et al. 

Conservation 

International 

P03 セーフガード 

 

気候変動の科学的根拠、森林炭素循環、気候変動政策、生態系サービスへの支払い（PES）そして REDD プラスについて、地域住

民の知識を普及し、深めるための一連の教材である。本教材の主な目的は、気候変動と REDD プラスに関連する情報を地域住民や

他の利害関係者に効果的に伝達することのできる人材を育成することである。人材育成方法のデザインやファシリテーション技能

を紹介し、育成ツールキットとして絵入りのカードやポスター、育成活動の行い方を掲載している。本教材は 7 言語（英、西、仏、

インドネシア、マダガスカル、クメール、中国語）に翻訳され、12 ヶ国で利用されている。本教材は非営利組織に無償提供している。  
プロジェクト 

http://www.conservation.org/publications/Pages/climate_change_and_the_role_of_forests.aspx 

（希望者は上記リンクから指定メールアドレスへ本マニュアルの送付を申請する必要がある） 

 

|25 

 

 

  

No.23 
 

IPCC Inventory Software 英語 2012 
The IPCC  Task Force on National 
Greenhouse Gas Inventories 

P05 森林炭素の報

告 

本ソフトウェアは、UNFCCC へ提出する国別報告書(NC)（本編 P05 参照）に添付される国家 GHG 目録（インベントリ）作成を支

援するために開発された。2006 年発行の改定 IPCC ガイドラインの Tier 1 および Tier 2 方法論に沿った構成になっている。Tier 1

実施のためのデフォルトデータが既に組み込まれているため、利用者は入力済のデータを用いた報告のシミュレーションを体験で

きる。また、本ソフトフェアの利用方法を解説したユーザーマニュアルも同サイトからダウンロードできる。REDD プラスについ

ては、報告の内容や方法は具体的に定まっていないが、報告に必要となるであろうインベントリの作成工程をイメージしたい方に

は有用なソフトフェアである。 
国際、国 

http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/software/index.html 

第 4章　森林炭素のMRV

 

No.21 
 

Emissions factors. Converting land use change to CO2 

estimates. In: Analysing REDD+ Challenges and choices 
英語 2012 Verchot et al. CIFOR 

P04 森林炭素の計

測 

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”のこの一章は、REDD プラスの森林炭素の計測に必要な基礎知識と、途上

国の能力や入手可能な情報の現状及び課題を紹介している。Cookbook では概要説明に留めたデフォルト法(Gain-loss 法)の詳しい

解説(泥炭地へのアプローチを含む)や、Tier 1 アプローチを解説している。また、入手可能な排出係数の現状や改善の可能性、地域

住民による炭素モニタリングと国家レベルのモニタリングの統合の可能性にも触れるなど、森林炭素計測の議論項目を網羅的に説

明している。Cookbook の内容以外の森林炭素計測に関する知識を効率よく把握されたい方にお勧めの章である。 

国、準国、 

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.22 

 

a. Reporting on Climate Change Use manual for the guidelines on national 
communications from non-Annex I Parties 

b. UNFCCC Resource Guide For Preparing The National Communications of 
Non-Annex I Parties. Module 3 National greenhouse Gas Inventories 

英語 
仏語 
西語 

a. 2003 
b. 2009 

UNFCCC 
事務局 

P05 森林炭素の報

告 

本マニュアル(a.)は、非附属書 I 国が現在入手可能な情報に基づき国別報告書(NC)を作成できるよう支援する目的で開発された。NC

で求められる報告内容を漏れなく記載するために、気候変動枠組条約の条文を参照しながら具体的解説や助言を掲載している。ま

た、より詳しい解説のために別冊 4 編から成るリソース・ガイダンスが提供されている。第 3 編(b.)は、森林炭素を含む国家 GHG

目録(インベントリ)を作成するための手引きとなっている。REDD プラスについては、締約国会議で交渉中のため、報告の内容や方

法自体が定まっていないが、本書を読むことで「国家レベルの報告」という作業工程がどのようなものかイメージすることができ

る。 

国際、国 

http://unfccc.int/national_reports/non-annex_i_natcom/guidelines_and_user_manual/items/2607.php 
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No.24 
 

8. Verification and Issuance. In: Building Forest Carbon 
Projects. Step-by-Step Overview and Guide 

英語 2011 Olander & Ebeling  Forest Trends 

P06 森林炭素の検

証 

プロジェクトレベルの吸排出量の検証とクレジット発行について概要を解説している（本書は本参照編のNo.5で紹介した“Building 

Forest Carbon Projects”シリーズの一つ）。 UNFCCC にて REDD プラスの検証モダリティが合意されていない中、本章はプロジェク

トレベルの温室効果ガス削減量の検証作業の基本的手順、検証に要する費用の幅、そして初回の検証の実施時期の重要性について

VCS と CDM を例に挙げ紹介している。また、クレジット発行と検証の関連性についても触れている。プロジェクトレベルでの REDD

プラスの検証モダリティに関する情報を整理されたい方に有用な文書である。 プロジェクト 

http://forest-trends.org/publication_details.php?publicationID=2555 

 

No.25 
 

Remote sensing and image interpretation Sixth Edition 英語 2007 Lillesand et al. 
John Wiley & 
Sons, Inc. 

P08 リモートセン

シングを用い

た面積推定 

本書は 1979 年の初版出版以降 5 回の改訂が行われた、リモートセンシングと画像解釈を学ぶための世界的に有名な教科書の一つ

である。地理空間情報を取り扱う様々な分野の実務者のための参照本となるよう構成されている。リモートセンシング全般の教科

書であるため、森林生態系に特化した解説は少ないが、Cookbook 本編の計画編 P08 及び技術編第７章で紹介したデータの種類・

選択、データ前処理、クラス定義、分類手法、精度検証など、リモートセンシングに共通する知識や技術を詳しく知りたい方に有

用である。 
国、準国 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-0-470-05245-7  

 

No.26 
 

Field Methods in Remote Sensing 英語 2005 MaCoy Guilford Press 

P08 リモートセン

シングを用い

た面積推定 

リモートセンシング技術を適用する際に必要な地上データの取得(グランドトゥルース)についての解説書である。地上データ取得

のための計画策定、サンプリング手法、GPS を用いた地点特定の手順や、様々な測定手法などについて詳細に解説している。特に

植生情報や、様々な地表の特性を特定し測定するための手法を紹介し、地上調査に有用な記録用紙のひな形を添付している点は、

REDD プラスに必要な地上データを取得する際に大いに参考となる。リモートセンシングの基礎知識はあるものの、フィールド調

査の機会の少ない計画担当者や現地調査担当者にお勧めの一冊である。 
国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-1593850791  

 

No.27 
 

森林リモートセンシング 第 3 版 
－基礎から応用まで－ 

日本語 2010 加藤正人 編著 日本林業調査会

P04 森林炭素の計測 

P07 蓄積変化法 

P08 リモートセンシ

ングを用いた面

積推定 

P11 林分炭素蓄積推

定モデル 

主に森林・林業技術者や森林科学を専攻する学生を対象としたリモートセンシングに関する技術普及のための日本語の教科書

である。本書は大きく基礎、画像処理、応用の 3 区分に分かれており、合わせて約 400 ページの充実した内容となっている。

Cookbook 本編で紹介する植生型別の面積推定や林分炭素蓄積推定モデルに必要なリモートセンシングの技術についても詳し

く紹介している。また、インドネシアでの伐採地や森林火災の特定事例など、熱帯林におけるリモートセンシングの活用事例

を簡潔に紹介している。プロジェクト実施者が森林リモートセンシング技術の原理、有効性、課題を正しく理解するために有

用な一冊である。 

国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-4889651980  

参照編



144

参照編

REDD-plus Cookbook

 

No.20 

 

Climate Change & the Role of Forests 

A Trainer’s Manual 
英語等 2010 Stone et al. 

Conservation 

International 

P03 セーフガード 

 

気候変動の科学的根拠、森林炭素循環、気候変動政策、生態系サービスへの支払い（PES）そして REDD プラスについて、地域住

民の知識を普及し、深めるための一連の教材である。本教材の主な目的は、気候変動と REDD プラスに関連する情報を地域住民や

他の利害関係者に効果的に伝達することのできる人材を育成することである。人材育成方法のデザインやファシリテーション技能

を紹介し、育成ツールキットとして絵入りのカードやポスター、育成活動の行い方を掲載している。本教材は 7 言語（英、西、仏、

インドネシア、マダガスカル、クメール、中国語）に翻訳され、12 ヶ国で利用されている。本教材は非営利組織に無償提供している。  
プロジェクト 

http://www.conservation.org/publications/Pages/climate_change_and_the_role_of_forests.aspx 

（希望者は上記リンクから指定メールアドレスへ本マニュアルの送付を申請する必要がある） 
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No.23 
 

IPCC Inventory Software 英語 2012 
The IPCC  Task Force on National 
Greenhouse Gas Inventories 

P05 森林炭素の報

告 

本ソフトウェアは、UNFCCC へ提出する国別報告書(NC)（本編 P05 参照）に添付される国家 GHG 目録（インベントリ）作成を支

援するために開発された。2006 年発行の改定 IPCC ガイドラインの Tier 1 および Tier 2 方法論に沿った構成になっている。Tier 1

実施のためのデフォルトデータが既に組み込まれているため、利用者は入力済のデータを用いた報告のシミュレーションを体験で

きる。また、本ソフトフェアの利用方法を解説したユーザーマニュアルも同サイトからダウンロードできる。REDD プラスについ

ては、報告の内容や方法は具体的に定まっていないが、報告に必要となるであろうインベントリの作成工程をイメージしたい方に

は有用なソフトフェアである。 
国際、国 

http://www.ipcc-nggip.iges.or.jp/software/index.html 

第 4章　森林炭素のMRV

 

No.21 
 

Emissions factors. Converting land use change to CO2 

estimates. In: Analysing REDD+ Challenges and choices 
英語 2012 Verchot et al. CIFOR 

P04 森林炭素の計

測 

CIFOR 出版物 ”Analysing REDD+ Challenges and choices”のこの一章は、REDD プラスの森林炭素の計測に必要な基礎知識と、途上

国の能力や入手可能な情報の現状及び課題を紹介している。Cookbook では概要説明に留めたデフォルト法(Gain-loss 法)の詳しい

解説(泥炭地へのアプローチを含む)や、Tier 1 アプローチを解説している。また、入手可能な排出係数の現状や改善の可能性、地域

住民による炭素モニタリングと国家レベルのモニタリングの統合の可能性にも触れるなど、森林炭素計測の議論項目を網羅的に説

明している。Cookbook の内容以外の森林炭素計測に関する知識を効率よく把握されたい方にお勧めの章である。 

国、準国、 

プロジェクト 

http://www.cifor.org/online-library/browse/view-publication/publication/3805.html 
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No.22 

 

a. Reporting on Climate Change Use manual for the guidelines on national 
communications from non-Annex I Parties 

b. UNFCCC Resource Guide For Preparing The National Communications of 
Non-Annex I Parties. Module 3 National greenhouse Gas Inventories 

英語 
仏語 
西語 

a. 2003 
b. 2009 

UNFCCC 
事務局 

P05 森林炭素の報

告 

本マニュアル(a.)は、非附属書 I 国が現在入手可能な情報に基づき国別報告書(NC)を作成できるよう支援する目的で開発された。NC

で求められる報告内容を漏れなく記載するために、気候変動枠組条約の条文を参照しながら具体的解説や助言を掲載している。ま

た、より詳しい解説のために別冊 4 編から成るリソース・ガイダンスが提供されている。第 3 編(b.)は、森林炭素を含む国家 GHG

目録(インベントリ)を作成するための手引きとなっている。REDD プラスについては、締約国会議で交渉中のため、報告の内容や方

法自体が定まっていないが、本書を読むことで「国家レベルの報告」という作業工程がどのようなものかイメージすることができ

る。 

国際、国 

http://unfccc.int/national_reports/non-annex_i_natcom/guidelines_and_user_manual/items/2607.php 
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No.24 
 

8. Verification and Issuance. In: Building Forest Carbon 
Projects. Step-by-Step Overview and Guide 

英語 2011 Olander & Ebeling  Forest Trends 

P06 森林炭素の検

証 

プロジェクトレベルの吸排出量の検証とクレジット発行について概要を解説している（本書は本参照編のNo.5で紹介した“Building 

Forest Carbon Projects”シリーズの一つ）。 UNFCCC にて REDD プラスの検証モダリティが合意されていない中、本章はプロジェク

トレベルの温室効果ガス削減量の検証作業の基本的手順、検証に要する費用の幅、そして初回の検証の実施時期の重要性について

VCS と CDM を例に挙げ紹介している。また、クレジット発行と検証の関連性についても触れている。プロジェクトレベルでの REDD

プラスの検証モダリティに関する情報を整理されたい方に有用な文書である。 プロジェクト 

http://forest-trends.org/publication_details.php?publicationID=2555 

 

No.25 
 

Remote sensing and image interpretation Sixth Edition 英語 2007 Lillesand et al. 
John Wiley & 
Sons, Inc. 

P08 リモートセン

シングを用い

た面積推定 

本書は 1979 年の初版出版以降 5 回の改訂が行われた、リモートセンシングと画像解釈を学ぶための世界的に有名な教科書の一つ

である。地理空間情報を取り扱う様々な分野の実務者のための参照本となるよう構成されている。リモートセンシング全般の教科

書であるため、森林生態系に特化した解説は少ないが、Cookbook 本編の計画編 P08 及び技術編第７章で紹介したデータの種類・

選択、データ前処理、クラス定義、分類手法、精度検証など、リモートセンシングに共通する知識や技術を詳しく知りたい方に有

用である。 
国、準国 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-0-470-05245-7  

 

No.26 
 

Field Methods in Remote Sensing 英語 2005 MaCoy Guilford Press 

P08 リモートセン

シングを用い

た面積推定 

リモートセンシング技術を適用する際に必要な地上データの取得(グランドトゥルース)についての解説書である。地上データ取得

のための計画策定、サンプリング手法、GPS を用いた地点特定の手順や、様々な測定手法などについて詳細に解説している。特に

植生情報や、様々な地表の特性を特定し測定するための手法を紹介し、地上調査に有用な記録用紙のひな形を添付している点は、

REDD プラスに必要な地上データを取得する際に大いに参考となる。リモートセンシングの基礎知識はあるものの、フィールド調

査の機会の少ない計画担当者や現地調査担当者にお勧めの一冊である。 
国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-1593850791  
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森林リモートセンシング 第 3 版 
－基礎から応用まで－ 

日本語 2010 加藤正人 編著 日本林業調査会

P04 森林炭素の計測 

P07 蓄積変化法 

P08 リモートセンシ

ングを用いた面

積推定 

P11 林分炭素蓄積推

定モデル 

主に森林・林業技術者や森林科学を専攻する学生を対象としたリモートセンシングに関する技術普及のための日本語の教科書

である。本書は大きく基礎、画像処理、応用の 3 区分に分かれており、合わせて約 400 ページの充実した内容となっている。

Cookbook 本編で紹介する植生型別の面積推定や林分炭素蓄積推定モデルに必要なリモートセンシングの技術についても詳し

く紹介している。また、インドネシアでの伐採地や森林火災の特定事例など、熱帯林におけるリモートセンシングの活用事例

を簡潔に紹介している。プロジェクト実施者が森林リモートセンシング技術の原理、有効性、課題を正しく理解するために有

用な一冊である。 

国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-4889651980  

参照編
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No.28 
 

Carbon Inventory Methods: Handbook for Greenhouse Gas 
Inventory, Carbon Mitigation and Roundwood Production 
Projects  

英語 2008 
Ravindranath 
et al. 

Springer 

P04－P10 本書は、これまで複数の IPCC ガイドライン作成に携わった筆者がまとめた、炭素インベントリ作成のための実用書である。

Cookbook の P04 から P10 で説明した項目について、より詳細に説明している。特に、Cookbook 本編では詳しく触れなかった地

下部バイオマス、枯死木、リター、土壌の炭素プールについての測定方法も解説している。炭素インベントリの計画担当者や現地

調査の担当者は Cookbook と合わせ、計画作成の際に参照できるよう手元に置いておきたい一冊である。 国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-1-4020-6546-0  

 
書籍販売　ISBN 978-3-540-64144-5

No.29 
 

Tropical Forest Census Plots 英語 1998 Condit Springer-Verlag 

P10 固定調査プロ

ット法を用い

た方法 

本書は、熱帯林の大規模な生態調査プロットの設定手法を詳細に説明した実用書である。Cookbook で紹介した固定調査プロット

法に関して、現地調査とデータベース構築の方法論や、想定される様々な課題への対処法、更には調査のスケジューリングや要す

る労力まで、プロット設定のための要件を網羅的に説明している。具体的事例として、パナマの大規模プロットの他、世界各地 11

カ所の大規模プロットで用いられた手法を紹介している。プロット設置に関わる計画立案者や現地調査担当者にとって参考になる

一冊である。 
国、準国、 

プロジェクト 

 

No.30 
 

Winrock Terrestrial Sampling Calculator 英語 2007 Walker et al. 
Winrock 
International 

P10 固定調査プロ

ット法を用い

た方法 

T12 固定調査プロ

ットの必要数

と配置 

本ツールは、Cookbook で紹介した層化抽出法（レシピ T12）に基づき、森林区分毎に必要な固定調査プロットの設置数を算出す

るツールである。エクセルシートを用いており、森林区分（層）毎に、当該森林区分の面積、単位炭素蓄積量とその標準偏差、プ

ロットサイズ、当該森林区分にプロットを設置するために必要なコスト（旅費、機材費、分析費など）を、それぞれ緑色のセルに

入力すると、必要なプロット数と設置コストの試算結果が表示される。固定調査プロットの設置数とそのコストについて、短時間

で見当を付けることができるツールである。 
国、準国 

プロジェクト 

http://www.winrock.org/
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森林立地調査法―森の環境を測る（改訂版）  日本語 2010 
森林立地調査法
編集委員会編 

博友社 

P10 固定調査プロ

ット法を用い

た方法 

Cookbook で紹介した固定調査プロット法に必要な現地調査の手法（毎木調査法やバイオマス測定方法等）が説明されている。

Cookbook で図を用いて詳しく説明している固定調査プロットの設計と計測方法（レシピ T13）について、本書では更に、調査に

用いる測定器具の名前や使い方も説明されており、P10・T13 の補足的な読み物として有用である。REDD プラス対象国に多い熱帯

林に特化した内容ではないが、日本語で書かれた数少ない森林とその立地環境調査に関する解説書である。本書は日本人の現地調

査担当者にとって重宝する一冊である。 
国、準国、 

プロジェクト 

書籍販売　ISBN 978-4826802178  
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No.33 
 

Guidelines for REDD+ Reference Levels:  
Principles and Recommendations 

英語 2011 Angelsen et al. 
Meridian Institute, 
The Gov. of 
Norway 

P13 参照レベル・

参照排出レベ

ルの設定 

UNFCCC の下で参照レベルを設定するための 20 ページから成るガイドラインである。参照レベル設定のための関連活動データや

排出係数を選択する手順、および分析手法を紹介し、国情を考慮した調整や準国レベルでの参照レベルについて、基本的な考え方

と考慮すべき点を提示している。付録としてブラジルとガイアナにおける参照レベル設定開発事例と、締約国のために参照レベル

に関する情報提供用のサブミッション作成ガイドラインを掲載するなど、政策立案者向けに実用的な情報も提供している。国家ス

ケールでの参照レベル設定について理論と実施例を広く把握されたい方にお薦めの解説書である。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.forestcarbonportal.com/resource/guidelinesreddreferencelevelsprinciplesandrecommendations

参照編
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No.32 

 

2.7 Estimation of Uncertainties. In: A sourcebook of 
methods and procedures for monitoring and reporting 
anthropogenic greenhouse gas emissions and removals 
associated with deforestation, gains and losses of carbon 
stocks in forests remaining forests, and forestation 

英語 2011 GOFC-GOLD 
GOFC-GOLD 
Project Office 

P12 吸排出量の算

定 

”GOFC-GOLD Sourcebook”のこの一章は、面積及び炭素蓄積量算定値の不確実性を算出する方法を詳しく紹介している。「不確実性」

という概念についての説明から始まり、対象面積と単位炭素蓄積量の不確実性を求める際の要件、双方の不確実性を合成する手法、

そして不確実性の報告方法を、図表を用いて分かりやすく解説している。また更に詳しく知りたい読者のために、関連する参考文

献を章末で紹介している。Cookbook で紹介した内容についてより詳しく知りたい方は勿論、「不確実性」や「不確実性の合成」と

いった、基礎的な概念について学びたい方に好適な一章である。 
国、準国、 

プロジェクト 

http://www.gofcgold.wur.nl/redd/ 
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AFOLU                                                          I04, P04, T04

CDM                                   I02, I03, P04, P05, P06, T04

CER（Certified Emission Reduction）                     T04

CO2 排出量                                                                       I01

COP13                                         I01, I02, I03, P01, P02

COP15                                                    I01, I02, P03, P13

COP16                                          I01, I02, P03, P05, P13

COP17                                          I01, I02, P03, P05, P13

DSM                                                                      T05, T16

DTM                                                                               T05

FAO                                                      I01, I02, T09, T11

GOFC-GOLD                                                                 T11

GPG                                                                     P05, P06

GPS                                                             T05, T08, T13

GPS カメラ                                                                 T08

IPCC                   I01, I02, I03, I04, P04, P05, P06, P07  

                                                                             T02, T14

IPCC ガイドライン                 I01, I04, P05, P06, P07 

J-VER                                                                            T04

Landsat                                     P08, T05, T06, T09, T19

LiDAR                                                  P08, P11, T05, T16

LULUCF                                                     P02, P05, P06

MRV                           I01, I02, I03, P02, P05, P11, P13

NFI                                                                 I04, T01, T03

REDD プラス              I01, I02, I03, I04, P01, P02, P03

                              P04, P05, P06, P11, P13, T02

              T03, T04, T13

SAR                                             P07, P08, P11, T05, T19

SBSTA                                                    I01, I02, I03, P13

UN-REDD                                                    I01, P02, P03

VCS （Verified Carbon Standard）                          I01, I03

                                                                                           T04

索    引
VCU （Verified Certification Units）            P06, T04

VER（Verified Emission Reduction）          I04, T04

アブラヤシ                                                               T13

アロメトリ式                                P10, T13, T14, T16

一貫性（consistency）                            I03, I04, P05

違法伐採                                                                      I02

インベントリ         I03, I04, P02, P05, P06, P07, P13

衛星 LiDAR                                                        P11, T16

衛星立体視センサ                                                  P11

オブジェクトベース                                              T11

オブジェクトベース分類                     P08, T08, T09

温室効果ガス（GHG）                       I01, I02, I03, I04                        

                                       P03, P04, P05, P06, P13, T02

温暖化緩和策                                            I01, I02, P03

カッパ係数                                                               P08

環境セーフガード                                                  P03

環境社会セーフガード                                           P03

完全性（completeness）                       I03, P04, P05

幾何補正                                          P08, T03, T11, T17

気候変動枠組条約（UNFCCC）              I01, I02, I03

                                                                                                                                                                                                                                                          I04, P01, P02

                                                                                                                                                                                                                                                                                               P03, P04, P05

                                                                                                                                                                                                                                                                                                P06, P13, T04

気候変動に関する政府間パネル                  I01, I04

                                                                             P04, T02

季節性                                                                          T06

吸収増進                                                             I02, P02

胸高周囲長                                                               T13

胸高断面積                                                      T14, T16

胸高直径                                            P10, T01, T13, T14

教師あり分類                                                             P08

教師付き分類                                                  T08, T09
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教師データ                                   P08, T08, T09, T10, T11

教師なし分類                                                           P08, T09

京都議定書                      I01, I02, P01, P02, P05, T04

空間分解能                                      P08, T05, T07, T09

国レベル（National level）                       I02, I03, I04     

                                 P02, P05, P06, P07, P08, P09, P10

                                   P13 T04, T06, T12, T14, T16, T18

雲取り処理                                                                   T06

雲なし画像                                                          P08, T06

雲の影響                                                                     P11

クラス                                       P08, T07, T08, T09, T10

クラスタ                                                    P08, T01, T09

グランドトゥルース                                P08, T08, T10

クリーン開発メカニズム             I03, P05, P06, T04

クレジット                          I01, I02, I03, I04, P03, P04

                                                           P06, P12, P13, T04

クレジットメカニズム                                              I03

クロス偏波                                                                   T19

群落高                                              P07, P11, T15, T16

群落高法                                          P09, P11, T15, T16

群落齢                                                       P07, P11, T18

群落齢法                                          P09, P11, T15, T18

計測                     I02, I03, I04, P02, P04, P05, P10, P11

                                                                                  P13, T02, T13, T15, T17

計測・報告・検証         I03, I04, P02, P05, P11, P13

検証                                                     I02, I03, P02, P06

                                                                                                   P11, T04, T08

検証データ                                                          P08, T08

現地調査                             I01, I02, I04, P04, P07, P11

                                            T08, T13, T15, T16, T18, T19

光学衛星センサ                                                        T05

光学センサ                                        P08, P11, T05, T06

航空機 LiDAR                                                      P11, T16

合成開口レーダ（SAR）                                 P08, P11

                                                                             T05, T19

後方散乱係数                       P07, P09, P11,  T15, T19

国際標準化機構（ISO）                                                    P06

国連開発計画（UNDP）                                                   I01

国連環境計画（UNEP）                                                       I01

国連食糧農業機関（FAO）                                        I01

国家インベントリ報告書（NIR）                           P05

国家温室効果ガスインベントリ報告                 P06

国家温室効果ガス目録（インベントリ）           P05

国家森林モニタリングシステム              I01, I02, I04

国家森林資源調査（NFI）                                 I04, T01

                                                                      T03, T10, T13

固定調査プロット （PSP）            P07, P09, P10, P11

                                   T03, T12, T13, T14, T15, T16, T17

コペンハーゲン合意                                         I01, I03

ゴム                                                              P11, T13, T18

作成者精度                                                       P08, T10

参照排出レベル                I01, I02, I04, P02, P12, P13

参照レベル              I01, I02, I04, P02, P06, P12, P13

サンプリングデザイン                                      P07, T01

時間分解能                                                          P08, T05

時系列                                                 I02, P13, T11, T18

持続可能な森林経営                          I01, I02, P01, P02

社会セーフガード                                                     P03

社会的責任（CSR）                                                           T04

樹冠径                                                        P07, P11, T17

樹冠径法                                          P09, P11, T15, T17

樹 ( 林 ) 冠被覆                                                  I02, P01

樹高曲線                                                            T13, T17

準国レベル （sub-national level）           I02, I03, I04

                                P02, P06, P10, P13, T04, T12, T18

森林計画                                                                     P02
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COP13                                         I01, I02, I03, P01, P02

COP15                                                    I01, I02, P03, P13

COP16                                          I01, I02, P03, P05, P13

COP17                                          I01, I02, P03, P05, P13

DSM                                                                      T05, T16

DTM                                                                               T05

FAO                                                      I01, I02, T09, T11

GOFC-GOLD                                                                 T11

GPG                                                                     P05, P06

GPS                                                             T05, T08, T13

GPS カメラ                                                                 T08

IPCC                   I01, I02, I03, I04, P04, P05, P06, P07  

                                                                             T02, T14

IPCC ガイドライン                 I01, I04, P05, P06, P07 

J-VER                                                                            T04

Landsat                                     P08, T05, T06, T09, T19

LiDAR                                                  P08, P11, T05, T16

LULUCF                                                     P02, P05, P06

MRV                           I01, I02, I03, P02, P05, P11, P13

NFI                                                                 I04, T01, T03

REDD プラス              I01, I02, I03, I04, P01, P02, P03

                              P04, P05, P06, P11, P13, T02

              T03, T04, T13

SAR                                             P07, P08, P11, T05, T19

SBSTA                                                    I01, I02, I03, P13

UN-REDD                                                    I01, P02, P03

VCS （Verified Carbon Standard）                          I01, I03

                                                                                           T04

索    引
VCU （Verified Certification Units）            P06, T04

VER（Verified Emission Reduction）          I04, T04

アブラヤシ                                                               T13

アロメトリ式                                P10, T13, T14, T16

一貫性（consistency）                            I03, I04, P05

違法伐採                                                                      I02

インベントリ         I03, I04, P02, P05, P06, P07, P13

衛星 LiDAR                                                        P11, T16

衛星立体視センサ                                                  P11

オブジェクトベース                                              T11

オブジェクトベース分類                     P08, T08, T09

温室効果ガス（GHG）                       I01, I02, I03, I04                        

                                       P03, P04, P05, P06, P13, T02

温暖化緩和策                                            I01, I02, P03

カッパ係数                                                               P08

環境セーフガード                                                  P03

環境社会セーフガード                                           P03

完全性（completeness）                       I03, P04, P05

幾何補正                                          P08, T03, T11, T17

気候変動枠組条約（UNFCCC）              I01, I02, I03

                                                                                                                                                                                                                                                          I04, P01, P02

                                                                                                                                                                                                                                                                                               P03, P04, P05

                                                                                                                                                                                                                                                                                                P06, P13, T04

気候変動に関する政府間パネル                  I01, I04

                                                                             P04, T02

季節性                                                                          T06

吸収増進                                                             I02, P02

胸高周囲長                                                               T13

胸高断面積                                                      T14, T16

胸高直径                                            P10, T01, T13, T14

教師あり分類                                                             P08

教師付き分類                                                  T08, T09

149REDD-plus Cookbook

教師データ                                   P08, T08, T09, T10, T11

教師なし分類                                                           P08, T09

京都議定書                      I01, I02, P01, P02, P05, T04

空間分解能                                      P08, T05, T07, T09

国レベル（National level）                       I02, I03, I04     

                                 P02, P05, P06, P07, P08, P09, P10

                                   P13 T04, T06, T12, T14, T16, T18

雲取り処理                                                                   T06

雲なし画像                                                          P08, T06

雲の影響                                                                     P11

クラス                                       P08, T07, T08, T09, T10

クラスタ                                                    P08, T01, T09

グランドトゥルース                                P08, T08, T10

クリーン開発メカニズム             I03, P05, P06, T04

クレジット                          I01, I02, I03, I04, P03, P04

                                                           P06, P12, P13, T04

クレジットメカニズム                                              I03

クロス偏波                                                                   T19

群落高                                              P07, P11, T15, T16

群落高法                                          P09, P11, T15, T16

群落齢                                                       P07, P11, T18

群落齢法                                          P09, P11, T15, T18

計測                     I02, I03, I04, P02, P04, P05, P10, P11

                                                                                  P13, T02, T13, T15, T17

計測・報告・検証         I03, I04, P02, P05, P11, P13

検証                                                     I02, I03, P02, P06

                                                                                                   P11, T04, T08

検証データ                                                          P08, T08

現地調査                             I01, I02, I04, P04, P07, P11

                                            T08, T13, T15, T16, T18, T19

光学衛星センサ                                                        T05

光学センサ                                        P08, P11, T05, T06

航空機 LiDAR                                                      P11, T16

合成開口レーダ（SAR）                                 P08, P11

                                                                             T05, T19

後方散乱係数                       P07, P09, P11,  T15, T19

国際標準化機構（ISO）                                                    P06

国連開発計画（UNDP）                                                   I01

国連環境計画（UNEP）                                                       I01

国連食糧農業機関（FAO）                                        I01

国家インベントリ報告書（NIR）                           P05

国家温室効果ガスインベントリ報告                 P06

国家温室効果ガス目録（インベントリ）           P05

国家森林モニタリングシステム              I01, I02, I04

国家森林資源調査（NFI）                                 I04, T01

                                                                      T03, T10, T13

固定調査プロット （PSP）            P07, P09, P10, P11

                                   T03, T12, T13, T14, T15, T16, T17

コペンハーゲン合意                                         I01, I03

ゴム                                                              P11, T13, T18

作成者精度                                                       P08, T10

参照排出レベル                I01, I02, I04, P02, P12, P13

参照レベル              I01, I02, I04, P02, P06, P12, P13

サンプリングデザイン                                      P07, T01

時間分解能                                                          P08, T05

時系列                                                 I02, P13, T11, T18

持続可能な森林経営                          I01, I02, P01, P02

社会セーフガード                                                     P03

社会的責任（CSR）                                                           T04

樹冠径                                                        P07, P11, T17

樹冠径法                                          P09, P11, T15, T17

樹 ( 林 ) 冠被覆                                                  I02, P01

樹高曲線                                                            T13, T17

準国レベル （sub-national level）           I02, I03, I04

                                P02, P06, P10, P13, T04, T12, T18

森林計画                                                                     P02
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森林減少                                        I01, I02, I04, P01, P02

                                            P05, P06, P09, P11, P13, T16

森林タイプ                     P07, P08, P09, P10, P11, P12

                                    T05, T06, T12, T14, T16, T17, T19

森林炭素パートナーシップ基金（FCPF）                                                              

                                                                       I01, P02, P03

森林保全                            I01, I02, P01, P06, P13, T04

森林面積推定                                                              P08

森林面積変化                              I02, I03, I04, P07, T03

森林モニタリング                               I01, I02, I03, I04

森林劣化                                        I01, I02, I04, P01, P02

                                           P06, P11, P13, T05, T12, T18

推定モデル                                         P09, P11, T03, T19

正確性（accuracy）                                            I03, P05

精度検証                                           P08, P11, T08, T10

生物多様性                       I01, I02, P01, P03, P06, T01

セーフガード             I01, I02, I03, I04, P02, P03, P06

世界森林資源評価（FRA）                        I02, T09, T11

センサ                                        P08, P11, T03, T05, T19

層化抽出                                            P10, T08, T10, T12

総合精度                                                             P08, T10

ソフトウェア                                             P08, P12, T05

第 3 次評価報告書 (TAR)                                            I01

第 4 次評価報告書 (AR4)                                            I01

大気補正                                                                     P08

タケ                                                   P11, T13, T16, T17

多偏波干渉 SAR                                                           P11

炭素クレジット                        I01, I02, I03, P06, P12

炭素蓄積                    I01, I02, I03, I04, P01, P02, P04

                                            P07, P09, P10, P11, P12, P13

                                              T02, T03,T12, T13, T14, T15

                                                              T16, T17, T18, T19

地下部バイオマス                 P04, P11, T02, T14, T19

蓄積変化法                           P04, P07, P09, P12, T02

地形補正                                                    P08, T03, T19

地上部バイオマス                P04, P11, T02, T14, T19

地表面状態                                                               P11

締約国会議（COP）                          I01, I02, I04, P01

                                                           P02, P03, P05, P13

デフォルト法                                                 P04, P07

透明性（transparency）                           I02, I03, I04

                                                                    P05, P07, P13

土地被覆                                          P07, P08, T05, T06

                                                 T07, T08, T09, T10, T11

土地利用                 I01, I03, I04, P02, P04, P05, P06

                              P07, P11, P13, T04, T12, T13, T18

二国間オフセット・クレジット制度

                                                                       I01, I04, T04

二重抽出（double sampling）                              T15

ノイズ                                                               T05, T19

能力開発                                                  I02, P02, P04

バイオマス拡大係数                                     P10, T14

排出削減                                      I01, I02, I03, I04, P01

                                                  P02, P05, P06, P13, T04

排出増加                                                                    I02

波長分解能                                               P08, T03, T05

パラメータ                                    P05, P06, P09, P11

                                                                   T09, T15, T18

板根                                                                             T13

比較可能性（comparability）                        I03, P05

ピクセル（画素）                                             P08, T11

フェーズドアプローチ                   I01, I02, I03, I04

                                                                             P02, P04

不確実性                                  I03, P04, P06, P07, P12

複数回反射                                                               P11

フラックス法                                                           T02
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プラットフォーム                                                    T05

プロジェクトレベル                                I01, I02, I03

                                                                    I04, P05, P06

ヘイズ                                                               T05, T06

マイクロ波                                              P08, P11, T05

毎木調査                               P11, T13, T14, T15, T18

マラケシュ合意                                                      P01

マルチレイヤー画像                                              T11

面積推定                                 P07, P08, P12, T06, T10

面積変化                  I02, I03, I04, P07, P08, T03, T11

モダリティ                               I01, I03, P05, P06, P13

焼畑                                                           P11, T18, T19

ヤシ                                                                             T13

ライク偏波                                                                T19

リモートセンシング             I01, I02, I04, P04, P06

                                                 P07, P08, P10, P11, P13

                                                  T03, T05, T07, T09, T10

                                                  T11, T13, T15, T16, T17

リモートセンシングデータ         I04, P07, P08, T07

                                                          T08, T09, T16, T17

利用者精度                                                       P08, T10

林分炭素蓄積推定モデル                                      P11

レーザパルス                                                  P08, T05
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森林減少                                        I01, I02, I04, P01, P02

                                            P05, P06, P09, P11, P13, T16

森林タイプ                     P07, P08, P09, P10, P11, P12

                                    T05, T06, T12, T14, T16, T17, T19

森林炭素パートナーシップ基金（FCPF）                                                              

                                                                       I01, P02, P03

森林保全                            I01, I02, P01, P06, P13, T04

森林面積推定                                                              P08

森林面積変化                              I02, I03, I04, P07, T03

森林モニタリング                               I01, I02, I03, I04

森林劣化                                        I01, I02, I04, P01, P02

                                           P06, P11, P13, T05, T12, T18

推定モデル                                         P09, P11, T03, T19

正確性（accuracy）                                            I03, P05

精度検証                                           P08, P11, T08, T10

生物多様性                       I01, I02, P01, P03, P06, T01

セーフガード             I01, I02, I03, I04, P02, P03, P06

世界森林資源評価（FRA）                        I02, T09, T11

センサ                                        P08, P11, T03, T05, T19

層化抽出                                            P10, T08, T10, T12

総合精度                                                             P08, T10

ソフトウェア                                             P08, P12, T05

第 3 次評価報告書 (TAR)                                            I01

第 4 次評価報告書 (AR4)                                            I01

大気補正                                                                     P08

タケ                                                   P11, T13, T16, T17

多偏波干渉 SAR                                                           P11

炭素クレジット                        I01, I02, I03, P06, P12

炭素蓄積                    I01, I02, I03, I04, P01, P02, P04

                                            P07, P09, P10, P11, P12, P13

                                              T02, T03,T12, T13, T14, T15

                                                              T16, T17, T18, T19

地下部バイオマス                 P04, P11, T02, T14, T19

蓄積変化法                           P04, P07, P09, P12, T02

地形補正                                                    P08, T03, T19

地上部バイオマス                P04, P11, T02, T14, T19

地表面状態                                                               P11

締約国会議（COP）                          I01, I02, I04, P01

                                                           P02, P03, P05, P13

デフォルト法                                                 P04, P07

透明性（transparency）                           I02, I03, I04

                                                                    P05, P07, P13

土地被覆                                          P07, P08, T05, T06

                                                 T07, T08, T09, T10, T11

土地利用                 I01, I03, I04, P02, P04, P05, P06

                              P07, P11, P13, T04, T12, T13, T18

二国間オフセット・クレジット制度

                                                                       I01, I04, T04

二重抽出（double sampling）                              T15

ノイズ                                                               T05, T19

能力開発                                                  I02, P02, P04

バイオマス拡大係数                                     P10, T14

排出削減                                      I01, I02, I03, I04, P01

                                                  P02, P05, P06, P13, T04

排出増加                                                                    I02

波長分解能                                               P08, T03, T05

パラメータ                                    P05, P06, P09, P11

                                                                   T09, T15, T18

板根                                                                             T13

比較可能性（comparability）                        I03, P05

ピクセル（画素）                                             P08, T11

フェーズドアプローチ                   I01, I02, I03, I04

                                                                             P02, P04

不確実性                                  I03, P04, P06, P07, P12

複数回反射                                                               P11

フラックス法                                                           T02
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プラットフォーム                                                    T05

プロジェクトレベル                                I01, I02, I03

                                                                    I04, P05, P06

ヘイズ                                                               T05, T06

マイクロ波                                              P08, P11, T05

毎木調査                               P11, T13, T14, T15, T18

マラケシュ合意                                                      P01

マルチレイヤー画像                                              T11

面積推定                                 P07, P08, P12, T06, T10

面積変化                  I02, I03, I04, P07, P08, T03, T11

モダリティ                               I01, I03, P05, P06, P13

焼畑                                                           P11, T18, T19

ヤシ                                                                             T13

ライク偏波                                                                T19

リモートセンシング             I01, I02, I04, P04, P06

                                                 P07, P08, P10, P11, P13

                                                  T03, T05, T07, T09, T10

                                                  T11, T13, T15, T16, T17

リモートセンシングデータ         I04, P07, P08, T07

                                                          T08, T09, T16, T17

利用者精度                                                       P08, T10

林分炭素蓄積推定モデル                                      P11

レーザパルス                                                  P08, T05
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相川真一 1)	 	 参照編

赤堀聡之 5)	 	 Recipe	P02

粟屋善雄 2)	 	 Recipe	T19

家原敏郎 1)	 	 Recipe	T01

伊藤江利子 1)	 	 Recipe	P11,	T16

江原　誠 1)	 	 Recipe	P03,	参照編

太田徹志 3)	 	 Recipe	T07

加治佐剛 3)	 	 Recipe	T11

河原崎里子 1)	 	 参照編

齋藤英樹 1)	 	 Recipe	P08,	T06

佐藤顕信 6）	 	 Recipe	T03	

佐藤　保 1)	 	 Recipe	P07,	T13,	T18

鈴木　圭 6）	 	 Recipe	T03

清野嘉之 1)	 	 Recipe	I03

鷹尾　元 1)	 	 Recipe	I04,	P04,	T10,	T15

田中真哉 1)	 	 Recipe	T09

塚田直子 1)	 	 Recipe	P05,	P06

露木　聡 4)	 	 Recipe	T05

藤間　剛 1)	 	 Recipe	P01,	T03, 参照編

鳥山淳平 1)	 	 Recipe	P12,	T02

百村帝彦 3)	 	 Recipe	P03

平田泰雅 1)	 	 Recipe	I02,	P13

古家直行 1)	 	 Recipe	T17

松浦俊也 1)	 	 Recipe	T08

松本光朗 1)	 	 Recipe	I01,	T04

溝上展也 3)	 	 Recipe	P10,	T12

門田有佳子 1)	 	 Recipe	P09,	T14

横田康裕 1)	 	 Recipe	P03

企画・構成
平田泰雅・鷹尾　元・佐藤　保・鳥山淳平

編　集
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